
（
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
通
訳
案
内
士
法
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
廃
止
）

第
六
条

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
通
訳
案
内
士
法
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
三
十
九
号
）
は
廃
止
す
る
。

（
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
通
訳
案
内
士
法
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
廃
止
）

第
七
条

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
通
訳
案
内
士
法
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
五
十
六
号
）
は
廃
止
す
る
。

第
八
条

国
土
交
通
省
関
係
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
国
土
交
通
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
法
第
十
一
条
第
四
項
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
旅
館
業
）

（
法
第
十
一
条
第
四
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
旅
館
業
）

第
一
条

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
一
条
第
四
項
第
一
号
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
旅
館
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
一
条

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
一
条
第
四
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
旅
館
業
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ホ
テ
ル
営
業
、
同
条
第

三
項
に
規
定
す
る
旅
館
営
業
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
簡
易
宿
所
営
業
で
あ
っ
て
、
風
俗
営
業
等
の
規

制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定

す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
に
該
当
す
る
も
の

一

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
ホ
テ
ル
営
業
、
同
条
第

三
項
に
規
定
す
る
旅
館
営
業
又
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
簡
易
宿
所
営
業
で
あ
っ
て
、
風
俗
営
業
等
の
規

制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定

す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
に
該
当
す
る
も
の

二

旅
館
業
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
下
宿
営
業

二

旅
館
業
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
下
宿
営
業

（
非
居
住
者
の
代
理
人
）

第
二
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で

削
る

第
二
条

本
邦
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者
（
以
下
「
非
居
住
者
」
と
い
う
。）は
、
奄
美
群
島
特
例
通
訳
案
内
士
の

登
録
を
受
け
る
場
合
に
は
、
本
邦
内
に
住
所
を
有
し
、
当
該
非
居
住
者
と
業
務
上
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
で

あ
っ
て
、
奄
美
群
島
特
例
通
訳
案
内
士
の
登
録
に
関
す
る
一
切
の
行
為
に
つ
き
、
当
該
非
居
住
者
を
代
理
す
る

権
限
を
有
す
る
も
の
（
以
下
「
代
理
人
」
と
い
う
。）を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
代
理
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

一
年
以
上
の
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
刑
の
執
行
を
受
け

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
も
の

二

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
前
号
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

（
登
録
事
項
）

第
三
条

法
第
十
七
条
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日

二

資
格
を
取
得
し
た
外
国
語
の
種
類

三

非
居
住
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
理
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代

表
者
の
氏
名

（
国
土
交
通
省
関
係
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
る
。

（
奄
美
群
島
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
簿
の
様
式
）

第
四
条

法
第
十
七
条
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
十
八
条
の
奄
美
群
島
特
例
通

訳
案
内
士
登
録
簿
は
、
別
記
第
一
号
様
式
に
よ
る
。

（
登
録
の
申
請
）

第
五
条

法
第
十
七
条
第
八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
通
訳
案
内
士
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
二
号
様
式
に
よ
る
奄
美
群
島
特
例
通
訳
案
内
士
登
録
申
請
書

を
、
認
定
奄
美
群
島
市
町
村
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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